
三

月

例

会

御

案

内

（平
成
三
＋
年
・
通
算
第
三
七
三
回
）

○

御

案

内

時

代

を

刷

新

す

る

会

三

月

十

四

日

（
水

）

十

一
時

半

入

館

可

、

正

午

～

午

後

二
時

半

参

議

院

議

員

会

館

地

下

一
階

B

一
〇

五

会

議

室

講

題

・

A

ー

（
人

工

頭

脳

）

時

代

の
急

速

到
来

に

、

法

制

度

の
整

備

を

急

げ

！

講

師

新

保

史

生

先

生

（
慶

応

義

塾

大

学

総

合

政

策

学

部

教

授

）

◎

い
ま

世

界

は

、

ロ
ボ

ッ
ト

技

術

が

急

速

に
向

上

発

達

し

、

第

三

の
技

術

革

命

「
A

I

（
人

工

頭

脳

）

時

代

到

来

」

と

言

わ

れ

て
お

り

ま

す

。

皆

さ

ん

も

御

承

知

の

よ

う

に
近

年

、

囲

碁

や

将

棋

の
最

高

有

段

者

が

ロ
ボ

ッ
ト

と

対

時

し

て
負

け

る

ケ

ー

ス
が

あ

り

ま

す

。

そ

れ

ま

で

は

、

ロ
ボ

ッ
ト

は

人

間

が

造

っ
た
も

の
だ

か

ら

所

詮

、

人

間

の
頭

脳

に

は

勝

て
な

い
、

と

考

え

ら

れ

て

き

た

の

に

、

な

ぜ

負

け

る

の
か

。

そ

れ

は

、

ロ
ボ

ッ
ト

に
何

百

・
何

千

例

も

の

ケ

ー

ス
を

入

れ

る

と

、

ロ
ボ

ッ
ト

が

そ

れ

ら

を

覚

え

て
、

自

分

で
応

用

す

る

か

ら

だ

、

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

た

だ

、

自

動

車

の
A

I

化

も

急

速

で
、

も

は

や

人

間

が

操

縦

し

な

い

で
も

、

す

べ

て
自

動

化

で
き

る

時

代

と

な

る

と

、

ど

う

な

る

の
か

？

現

在

の
法

制

で
は

、

法

的

三

段

論

法

、

す

な

わ

ち

、

他

人

を

死

傷

さ

せ

た

場

合

は

、

刑

法

や

交

通

法

規

に

よ

り

、

条

文

の
構

成

要

件

に
該

当

す

る

か

を

判

断

し

、

次

ぎ

に
違

法

性

が

あ

る

か

ど

う

か

、

そ

の
上

で
責

任

が

問

え

る

か

否

か

、

そ

れ

は

す

べ

て
人

間

の
言

動

を

前

提

と

し

て

い

た

が

、

す

べ

て
機

械

が

す

る

と

な

る

と

、

メ

ー

カ

ー

が

責

任

を

負

う

こ
と

に
す

る

の
か

等

々
、

法

制

度

ま

で
再

検

討

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ

こ

で
、

今

回

は

こ

の
方

面

の
専

門

家

、

新

保

先

生

に

御

解

説

を

い

た

だ

き

ま

す

。

奮

っ
て

の
御

参

加

を

！

口

当

日

会

費

（
昼

食

付

き

）

会

員

は

四

千

円

、

非

会

員

五

千

円

。

（
清

原

記

）

る

会

当

呈

絡

先
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貴

方

様

の

F

A

X

メ

ー

ル

▽

三

月

十

二

日

（
月

）

ま

で

に

出

欠

の

御

連

絡

賜

り

た

く

。

 

’ ◎

大 鮮 い 内 い た あ 情 で あ 意 事 問 大 て さ

層 ’に 容 て 次゚ つ景 さ い る 見 態 を 統 い れ ア 御

丁 韓 考 は ’高 い た を て た と を の 受 領 た て メ

寧 国 え ’弾 橋 で こ 編 ’が し 求 対 け 側 の い リ報

に ’さ こ 劾 先 ’と 集 当 ’て め 処 る 近 で る カ

お 中 せ こ と 生 当 を し 日 ア ’た も 事 が は ゜の 告

答 国 ら に 罷 は 日 ’た は メ い と 考 態 次 な ぞ ト

え ’れ ’免 ’の 御 一 ’リ ろ こ え に 々 い れ ラ

に に ’表 の ま 本 報 写 ま カ い う て な と か は ン

な 関 勉 記 明 ず 題 告 真 ず の ろ ’お つ特 と と プ

り し 強 す 文 ’”i］し 報 ’政 と 高 く て 別 い も 大
’て に る の ア ど た 告 正 治 御 橋 べ い 検 う か 統

一 の な こ 規 メ う ゜一 月 に 解 利 き る 察 ’く 領

同 御 つ と 定 リ な
’質 た は が カ る

感 問 遠゚ あ 憲 ト

謝 も そ 慮 る 法 ラ
の 出 の す こ の ン

拍 て 後 る と 条 プ

手 ’の が を 文 大

を 時 質 ’明 コ 統

持 問 疑 ア 確 ピ領
つ も応 メ に1’

て 三 答 リ示 を も
’十 も カ さ 提 し

閉 分 盛 憲 れ 示 退

会 以 ん 法 ’く陣

し上 で な そ だ の

た 延 ’ら の さ 場
長゚ ア び 具 り合

し メ に 体 ”

た り そ 的 ア 日

が カ の 内 メ 本
’ば 政 容 り は

そ か 治 を カ ど

れ り 制 解 で う

らで 度 説 は す

の は に さ 、る

（ 質 な っ れ 大 ！

清 問 く い た 統 』

原 に ’て 領゚ に

記 も北 ’そ に 入
） ’朝 大 の つ つ

（ 十 つ 説 行 で 官゚ い ’が

十 五 い が 先 は 日 の わ 大 就
二 日 て あ 生 な 米 尋 ゆ 統 任

頁 に の つか い 同 問 る 領 し

建 開 造 た ら か 盟 を 一選 て
） 催 詣 ゜ ’と は 受 ロ 挙 一

を さ も私 ア 憂 強 け シ 中 年

配 れ 深 は メ え 固 て ア か が

付 た い ’リ ’で 辞 疑 ら経
・一 こ高 力 先 あ 任 惑 ’っ

説 新 と 橋 憲 月 る し 一 トが

明 春 を 先 法 末 が ’が ラ ’

し懇 知 生 に に ’遂 ’ン そ
’親 り は は 高 そ に 納 プ の

当 会 ’国 大 橋 れ は ま 陣 言

日L早 内 統 利 だ 近 る 営 動

は に 速 に 領 行 け く ど が に
’っ ’っ の 政 に 大 こ 秘 つ ’

大 い 御 い 免 治 ’統 う か い

層 て 講 て 職 評 日領 か に て

和 、話 の に 論 本 自 、ロ な

や 例 の 政 っ 家 と 身 ま シ お

か 年 お 治 い と しが す ア い

な の 願 評 て 会 て 特 ま 政 ろ

新 こ い 論 詳 食 は 別 す 権 い

年 と を 家 細 し ’検 問 側 ろ

懇 く し と な た そ 察 題 と と

親 ’た の 規 際 う 官 化 連 取

会 そ 認゚ 定 に し の し携 沙

で の 識 が ’た 尋 ’し汰

▽

「
時

代

を

刷

新

ず

る

会

」

と

は

「
何

事

も

人

類

．
国

民

の

た

め

に
な

る

こ
と

は

、

時

代

を

先

取

り

し

て
、

積

極

的

に
取

り

組

も

う

」

と

の
趣

旨

で

、

昭

和

五

十

六

年

、

岸

信

介

元

総

理

に

よ

っ
て
創

設

さ

れ

た

シ

ン
ク

タ

ン

ク

で
す

。

晩

年

の
岸

信

介

元

総

理

が

そ

う

で
あ

っ
た

よ

う

に
、

超

党

派

．
超

派

閥

で
、

真

に
国

を

憂

え

る

有

志

に

よ

っ
て
構

成

さ

れ

て

い
ま

す

。

八

つ

の
部

会

と

、

五

～

六

の
委

員

会

が

あ

り

、

こ
れ

ま

で

に
百

三

十

七

本

の
要

請

書

を

時

の
政

府

に
提

出

し

て

い

る

。

第

二

代

会

長

は

、

木

村

睦

男

元

参

議

院

議

長

、

第

三

代

会

長

が

櫻

内

義

雄

衆

議

院

議

長

、

第

四

代

会

長

の
塩

川

塩

川

正

十

郎

元

財

務

大

臣

は

、

九

十

歳

を

機

に
辞

任

。

第

五
代

会

長

代

行

と

し

て
、

江

口

一
雄

元
衆

議

院

議

員

。

そ

の
後

、

平

成

二
十

七

年

四
月

空

、

第

六

代

会

長

と

し

て

、

岸

信

夫

衆

議

院

議

員

、

前

外

務

副

大

臣

。

現

在

は

衆

議

院

議

院

運

営

委

員

会

理

事

・
自

民

党

国

会

対

策

委

員

会

副

委

員

長

が

就

任

し

て

い

る

。

▽
事

務

局

電

話

電

話

（
0

3

）
3

2

7

2

－

4

3

2

0

専

務

理

事

・
清

原

淳

平

、

総

務

重

田

典

子

、

高

津
優

介


